
（別紙様式例３）

公表日：２０２４年１月１６日 事業所名： 児童発達支援センター　天使園

はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等ス
ペースの十分な確保

15 2 0
各教室だけでなく遊戯室、ホール、園庭等が
あるため様々な遊びが行えている。

46 0 0 0

・用途や活動内容に合わせて十分なスペー
スが確保できている。
・教室以外にも園庭があり広い。
・子どもがよく走り回るが、走り回っても十分
なスペースがある。

2 職員の適切な配置 6 8 3

状況に応じて、支援者が他クラスへ移動した
りすることで安全面に配慮している。
個別支援などで抜けたり、長期休みの際に2
人の時があり、日によっては職員数がもう少
し充実していて欲しいと感じる。

42 2 0 2

・職員は充実していると思う。
・普段の様子をよく見てくれている。
・一人ひとりの様子をよく見てくれて、質問に
も丁寧に回答してくれる。
・クラス以外の先生も声をかけてくれたり、名
前を覚えてくれたりして嬉しい。
・夏休み、冬休みなど放デイが1日中の時な
どに、先生の配置数は足りているのかと思
う。

・複合型施設となっている為、他部署と
協力体制をとりながら配置・運営をして
おります。

3

本人にわかりやすい構造、バリアフ
リー化、情報伝達等に配慮した環境
など障がいの特性に応じた設備整
備

12 4 1

・朝の支度時、動線や動きやすさを考慮して
設定したり、食事と午睡の場所を分けて設
定したりしている。
・全体向けの見通しが持てる絵カードはもち
ろん、子どもに応じた必要な視覚支援も取り
入れている。

44 0 0 2

・園児が目で見て分かるように随所に工夫
が見られる。
・イラストや写真など視覚的に分かりやすくし
ている。
・椅子やロッカーにも本人が分かるように
キャラクターを貼っても良いと思う。

自分の物や場所が認識がしやすいよう
に、椅子やロッカーへそれぞれのマーク
を貼っています。ひらがなが読めるお子
さんは、マークを外している場合もありま
す。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達
の活動に合わせた生活空間の確保

14 3 0

・食後や降園後に消毒、清掃を行ない、衛生
面を整えている。
・感染予防のために、清掃は細かいところま
で消毒をおこない子どもが安全に生活できる
ように心がけている。
・加湿器やエアコンを使用し、気温や湿度設
定を調整している。
・毎日クラスや廊下の次亜塩素酸と水ふき
取りでのモップがけ、トイレ清掃をしている。
定期的または使用の度に、よく触れる箇所
や手指のアルコール消毒も実施している。

43 1 0 2

・清潔で快適な空間だと思う。
・園内、園外共にとても明るく開放的。
・集中して課題に取り組める部屋がありメリ
ハリがある。
・屋外に花があり綺麗。
・活動によって部屋を使い分け、子どもが心
地よく過ごせるようにしている。
・排泄後の手洗いがない。
・時々足の裏が黒く汚れている。
・おむつがふんどしみたいに丸まっていた
り、靴下のかかと部分が上になっていること
がある。

・排泄後の手洗いは徹底致します。
・毎日すべての床を拭き掃除しています
が、裸足で活動（芝園庭含む）をしている
為、ご理解の程よろしくお願いします。
・帰る前の身だしなみを整えるよう気を
付けます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイ
クル（目標設定と振り返り）への職員
の積極的な参画

14 2 1

・クラスで話し合う時間をもち、支援内容や
振り返りを行っている。
・職員会の際、各クラスや保護者からの相談
を検討事項として議題に取り上げ、職員間で
相談や周知を行う。
・児童発達支援計画やモニタリングの説明
時等に、保護者とやり取りをしながら現状や
目標について共に考えている。

2
第三者による外部評価を活用した
業務改善の実施

15 1 1 第三者評価は実施していない。

3
職員の資質の向上を行うための研
修機会の確保

17 0 0

職員会にて研修報告を取り入れ、質の向上
へ努めている。
様々な研修に対し、情報や参加の機会が多
くあると思う。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと
保護者のニーズや課題を客観的に
分析した上での児童発達支援計画
又は放課後等デイサービス計画の
作成

16 1 0
1人では客観的に分析できない部分を、他の
職員にも相談しながら計画作成を行えてい
るように思う。

46 0 0 0

・先生と色々話ができてお互いの意見をすり
合わせながら計画を立てていると思う。
・必要な課題についての計画が作成されて
いる。
・子どもの性格や特性などよく理解して、的
確な支援内容になっている。

2

児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画における子どもの支
援に必要な項目の設定及び具体的
な支援内容の記載

17 0 0

・ガイドラインに基づき、各項目ごとの目標を
設定して、具体的な支援内容を記載してい
る。
・ポーテージ早期教育プログラムの発達領
域より、各領域２項目ずつ目標設定し、計画
へ記載している。
・保育所保育指針より、各領域の保育目標
を設定し、計画へ記載している。

46 0 0 0

・必要な目標項目を選んでくれている。
・課題に対して適切な提案をしてもらってい
る。
・ゆっくりな成長に合わせて目標を立て、見
守ってくれたり援助してくれている。

3

子どもの状況に応じて、個別活動と
集団活動を適宜組み合わせた児童
発達支援又は放課後等デイサービ
ス計画の作成

16 1 0
個別活動に偏っていたように思うので、集団
活動についても計画作成に取り入れれるよ
うにしたい。

4
児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画に沿った適切な支援
の実施

16 1 0
ポーテージを参考にすることで、支援計画に
沿った関わりにも繋がっている。

46 0 0 0
・計画に沿った支援であると思う。
・一人ひとりに合わせた支援をしている。

5
チーム全体での活動プログラムの
立案

16 1 0
各クラス職員で子どもの様子や最近接領域
から見たプログラムの作成を行っている。

6
活動プログラムが固定化しないよう
な工夫の実施

17 0 0
活動に被りがないか確認しながら活動表作
成を行なっている。

44 0 0 2
・園児の特性に合わせて考えてくれている。
・色々な活動を取り入れていると思う。

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ
細やかな支援

10 7 0
様々なスパンでの設定はあまりできていな
かったように思うので気をつけて行きたい。

8
支援開始前における職員間でその
日の支援内容や役割分担について
の確認の徹底

14 1 2
その日の活動内容、クラスの人数や勤務状
況に合わせて動きの確認を行っている。
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児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目
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事業所の現状評価 保護者の方の評価
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区分 チェック項目

9
支援終了後における職員間でその
日行われた支援の振り返りと気付
いた点などの情報の共有化

12 2 3

連絡帳からの情報をクラス内で共有してい
る。活動時の子どもの反応や成長を感じたこ
と、対応の方法など気になることを伝え合っ
ている。

10
日々の支援に関しての正確な記録
の徹底や、支援の検証・改善の継
続実施

14 3 0
記録に偏りがあるので、出来たことや難し
かったこと満遍なく記録に残せるよう気をつ
ける。

11
定期的なモニタリングの実施及び児
童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画の見直し

16 1 0
6ヶ月に１度のモニタリング、支援計画の作
成・見直しを実施。

1
子どもの状況に精通した最もふさわ
しい者による障害児相談支援事業
所のサービス担当者会議への参画

16 1 0
状況に応じて関係機関と連携しながら連絡
会や担当者会を実施している。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重
症心身障害のある子ども等を支援
している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携した
支援の実施

12 4 1

3

（医療的ケアが必要な子どもや重
症心身障害のある子ども等を支援
している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等
と連絡体制の整備

12 4 1

4

児童発達支援事業所及び放課後等
デイサービス事業所からの円滑な
移行支援のため、保育所や認定こ
ども園、幼稚園、小学校、特別支援
学校（小学部）等との間での支援内
容等の十分な情報共有

16 1 0
交流保育、教育相談、就学や就園前の引継
ぎ等を通して情報共有が行えている。

5

他の障害福祉サービス事業所等へ
の円滑な移行支援のため、それま
での支援内容等についての十分な
情報提供

17 0 0
移行への引継ぎを丁寧に行い、作成した児
童発達支援計画や現状を保護者同意のもと
書面にて渡し、説明している。

6

児童発達支援センターや発達障害
者支援センター等の専門機関と連
携や、専門機関での研修の受講の
促進

17 0 0
児童発達支援センターが中核機能を持ち、
研修の運営や連携を図っている。

7

児童発達支援の場合の保育所や認
定こども園、幼稚園等との交流や、
放課後等デイサービスの場合の放
課後児童クラブや児童館との交流
など、障がいのない子どもと活動す
る機会の提供

11 4 2
感染症対策を最優先としており、回数が限ら
れているが、できる限り移行支援の実施をし
ている。

14 11 10 11

・来年度年長のため、交流の機会があると
良い。
・実際に見ていないため、わからない。
・就園の予定がない年少年中児も、希望が
あれば交流保育ができると良い。
・コロナ禍で交流が難しい時期だった。希望
を出していたが実施は難しかった。
・交流の開始が遅く、年長時に就園するかど
うかの移行支援にはならなかった。幼稚園
の申込までに２回しか交流できなかった。

・個々による交流保育は、地域移行・就
学支援を目的として行っておりますの
で、ご理解の程よろしくお願い致します。
今後、センター全体の活動として地域園
との交流の再開を検討しております。感
染防止の視点から、外部との交流を控
える期間が長らく続き、保護者の皆様並
びにお子様には大変ご迷惑をお掛けし
ました。

8
事業所の行事への地域住民の招待
など地域に開かれた事業の運営

6 7 4
感染性が流行する前には、バザー等を実施
していたが、現在は散歩等の園外活動にて
地域との交流を図っている。

1
支援の内容、利用者負担等につい
ての丁寧な説明

17 0 0
保護者から要望や質問がでた際には、都度
確認し連絡を行っている。

46 0 0 0
・とても丁寧に説明してくれた。
・紙面のみではなく、ZOOM等も使用して丁
寧に説明してくれた。

2
児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画を示しながらの支援
内容の丁寧な説明

17 0 0

保護者へ児童発達支援計画書の写しを渡
し、児童発達支援ガイドライン、ポーテージ、
保育所保育指針についての計画内容の説
明をしている。

46 0 0 0

3
保護者の対応力の向上を図る観点
から、保護者に対するペアレント･ト
レーニング等の支援の実施

16 1 0
月に１回、保護者向け勉強会を実施してい
る。７月には全４回コースで外部講師を招い
たペアレント・トレーニングを実施した。

43 1 0 2

・おはなし会で子どもとの接し方やペアトレ
の話があった。
・他の保護者の意見なども聞けて良い。
・マックメールやプリント等で定期的にお知ら
せしてくれている。
・スライドの内容全てが、配布資料にあれば
良いと思う。
・おはなし会の録画配信を再開してほしい。
・仕事で参加できない

・資料には個人情報や毎年情報が変わ
る内容などが含まれることもある為、一
部配布できない物もございます。ご理解
の程よろしくお願いします。
・録画配信については、集合型のおはな
し会を再開したことに合わせ動画の編集
並びに配信に時間が掛かるため終了致
しました。

4
子どもの発達の状況や課題につい
て、日頃から保護者との共通理解
の徹底

17 0 0
電話連絡や連絡帳等を通して情報共有を行
う。共通理解を深めるためにも細かく聞き取
りを行えるように気を付けていきたい。

45 1 0 0

・連絡帳に些細なことでもその日の出来事や
できた事などを一言書いてくれる。とても忙し
いと思うが、ありがたい。
・何かあった際は電話がある為、子どもの様
子が分かりやすい。
・トイレトレーニングについて中々進まず、支
援の仕方の相談を何度かしたが、日中のト
イレ成功などもう少し詳しく教えてほしかっ
た。

・お子さんの状況や時期に合わせたトイ
レトレーニングを実施します。

5
保護者からの子育ての悩み等に対
する相談への適切な対応と必要な
助言の実施

16 1 0

悩み等を教えてもらった際にはすぐに答えが
出ないこともあるが、クラスや園全体でケー
ス会を実施しながら個々に合わせた必要な
助言を行えるようにしている。

45 0 0 1

・定期的に行われている。困っていることな
ど、今後のアドバイスを助言してもらえる為
助かっている。
・保育士個別の後に話ができ、相談できてい
る。

6
父母の会の活動の支援や、保護者
会の開催による保護者同士の連携
支援

15 2 0 31 8 0 7
・昨年よりも機会は増えていると思う。
・在園児保護者のLINE（トークアプリ）を認め
てもらいたい。

・保護者間の個人情報のやり取りは天
使園が責任を負うことは致しかねます。
ご理解の程よろしくお願い致します。
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7

子どもや保護者からの苦情に対す
る対応体制整備や、子どもや保護
者に周知及び苦情があった場合の
迅速かつ適切な対応

17 0 0 苦情受付窓口を設置している。 36 2 0 8

・苦情はないが、気になる所があればすぐに
対応してくれている。
・園バスの一番後ろの席は、万が一後方か
らの追突などで荷物スペースが小さい分、衝
撃が大きいと思うが、乗車人数の関係上仕
方ないと思う。

・施設長・安全運転管理者より、運転手
への事故防止注意喚起や、お子さまの
バス乗降時の見守りについて定期的に
指導しています。

8
障がいのある子どもや保護者との
意思の疎通や情報伝達のための配
慮

16 1 0 43 1 0 2
・連絡帳にも細かく様子が記入されている
し、何かあれば他のクラスの先生からも情報
を伝えてもらっている。

9
定期的な会報等の発行、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報に
ついての子どもや保護者への発信

17 0 0

クラス便りを通して毎月の活動写真や活動
予定をお知らせしている。子どもや保護者の
やり取りのきっかけや期待感に繋がればと
思う。

45 1 0 0

・定期的にお知らせしてくれており、楽しみに
している。
・毎月写真を入れてくれるため、子どもも喜
んで見ている。
・毎月クラスの見通しを立てやすい。
・翌月の保育士個別、ST個別の予定をもう
少し早く教えてほしい。
・保護者が参加できる行事が増えれば嬉し
い。

・曜日指定などのご都合に合わせた日
程調整をしておりますので、月末にお知
らせをさせて頂いております。大変ご迷
惑をお掛け致します。
・感染防止対策として、行事等の縮小や
変更で保護者の皆様に大変ご迷惑をお
掛け致しました。行事等については運営
を再度見直し、検討して参ります。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応17 0 0
入園時や情報提供の際、その都度書面に
て、保護者様の同意を得て提供、対応して
いる。

43 1 0 2 ・説明もしっかりしていた。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアルの策定
と、職員や保護者への周知徹底

17 0 0
・各種マニュアル(BCP)の作成。
・感染症に対する対応を、保護者へMACメー
ルや紙面にて保護者へ周知。

41 3 0 2

・状況に応じてプリントやマックメールの配信
をしてくれている。
・幼児バス置き去り防止の装置や、出欠確
認システムなど公表してほしい。

・令和５年5月15日のお手紙にて車内置
き去り防止アラームの設置についてお知
らせしております。出欠管理システムは
導入しておりません。

2
非常災害の発生に備えた、定期的
に避難、救出その他必要な訓練の
実施

17 0 0

火災・地震・河川氾濫・不審者等の避難訓練
を毎月実施している。
定期的に、避難訓練を行うことで必要な動き
を身につけたり、防災頭巾等に慣れていく。

45 0 0 1
・定期的に避難訓練をしてくれて、その時の
様子も詳しく教えてくれて参考になる。

3
虐待を防止するための職員研修機
会の確保等の適切な対応

16 1 0
虐待防止研修を受けた職員が、事業所内研
修として定期的に研修を実施し、自分たちの
行動等振り返る時間となっている。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合に
おける組織的な決定と、子どもや保
護者に事前に十分に説明・了解を
得た上での児童発達支援計画又は
放課後等デイサービス計画への記

16 1 0 現在、身体拘束の対象となるケースはない。

5
食物アレルギーのある子どもに対す
る医師の指示書に基づく適切な対
応

17 0 0

年１回、アレルギー対応児童のアレルギー
状況の確認を保護者と面談する。医師の指
示書を必ず提出してもらい、ミールケアと情
報共有し、メニューや食材の確認を行い、座
席・職員の配置をしている。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業
所内での共有の徹底

17 0 0

ヒヤリハット並びに事故発生日から３日間、
朝礼での報告と周知徹底の為、周知掲示板
への掲示を行い、閲覧した者は確認印を押
印する。

1 子どもは通所を楽しみにしているか 39 6 1 0

・家庭でも先生の名前を呼んでいる。嬉しそ
うに通っている。
・毎日バスに乗るのを楽しみにしている。
・とても楽しく通っていて、本当に笑顔が増え
て嬉しく思っている。
・朝行くことを嫌がることもあるが、行けば
「すごく楽しかった」と報告してくれる。
・週明けや長期休暇後など行き渋りがしばし
ばある。

・ご家庭での困り事や不安など、遠慮な
くご相談下さい。

2 事業所の支援に満足しているか 45 1 0 0

・とても満足している。担当の先生はもちろ
ん、他のクラスの先生も愛情をもって接してく
れており、ありがたい。
・いつも子どもに寄り添ってくれて、家族での
困りごとにも相談に乗ってもらい助かってい
る。
・先生達は皆とても優しく頼りになる。子ども
にとても丁寧に関わってもらい、感謝してい
る。
・もう少しSTの先生と話せる機会があると良
いと思う。

・STについては、ひと月の時間枠が限定
されている為、ご理解とご協力の程よろ
しくお願い致します。ご相談等がござい
ましたら、担当職員までご連絡ください。
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